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ニ
ュ
ー
ス

会
期

：

令
和
元
年
10
月
13
日
（
日
）
～
12
月
18
日
（
水
）

　

吉
村
昭
は
、
長
篇
小
説 

『
海
も
暮
れ
き
る
』
（
昭
和
55
年 

講
談
社
）
で
、
自
由
律
の
俳
人
、

尾
崎
放
哉
の
最
晩
年
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
初
公
開
を
含
む
収
蔵
資
料
と
、
妻

で
作
家
の
津
村
節
子
氏
が
所
蔵
す
る
資
料
を
中
心
に
た
ど
り
、
作
品
世
界
を
読
み
解
き
ま
す
。

ま
た
、
吉
村
と
俳
句
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。
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吉
村
昭
「
海
も
暮
れ
き
る
」 
―
俳
人
、 
尾
崎
放
哉
を
見
つ
め
て
―

令
和
元
年
度
企
画
展

「
こ
ん
な
よ
い
月
を
一
人
で
見
て
寝
る
」「
咳

を
し
て
も
一
人
」「
入
れ
も
の
が
無
い
両
手
で

受
け
る
」
な
ど
の
自
由
律
俳
句
で
知
ら
れ
る

尾
崎
放
哉
（
本
名
・
秀
雄　

明
治
18
年
―
大

正
15
年
）。 

今
日
、
広
く
親
し
ま
れ
る
句
の

い
ま
す（「
私
の
好
き
な
句
」「
朝
日
新
聞
」 

平

成
9
年
5
月
26
日
）。
「
海
も
暮
れ
き
る
」 

で

は
、
自
ら
の
闘
病
体
験
を
踏
ま
え
て
、
放
哉

の
内
面
を
掘
り
下
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
哉
の
足
跡
を
訪
ね
て
取
材
を
行

い
、
同
門
の
俳
人
な
ど
に
宛
て
た
膨
大
な
数

の
書
簡
や
、
日
記
の
調
査
を
重
ね
ま
し
た
。

貧
窮
と
病
に
苦
し
む
放
哉
を
助
け
た
土
庄
町

の
住
民
や
、
俳
人
た
ち
一
人
一
人
と
の
関
わ

り
を
細
部
ま
で
描
く
こ
と
で
、
放
哉
の
心
の

動
き
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

吉
村
は
、
放
哉
の
句
に
「
死
と
は
な
に
か

生
と
は
な
に
か
と
い
う
問
い
」
を
見
出
し
ま

し
た（「
光
明
を
見
る
」『
放
哉
全
集
』
内
容
見

本
・
推
薦
文 

筑
摩
書
房
）。
本
展
で
は
、
ど
の

よ
う
に
放
哉
の
実
像
に
迫
り
、
生
と
死
の
問

い
を
追
究
し
た
の
か
、
日
記
帳
や
旧
蔵
書
の

書
き
込
み
、
自
筆
資
料
の
推
敲
跡
を
た
ど
り
、

読
み
解
き
ま
す
。
ま
た
、
展
示
室
内
で
、
小

説
を
原
作
と
し
た
ド
ラ
マ
「
海
も
暮
れ
き
る

〜
小
豆
島
の
放
哉
〜
」（
昭
和
61
年 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

よ
り
、
吉
村
と
、
放
哉
を
演
じ
た
俳
優
・

橋
爪
功
氏
の
ト
ー
ク
映
像
を
含
む
ド
ラ
マ
紹

介
（
約
20
分
）
を
上
映
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

   

吉
村
の
句
集
『
炎
天
』（
昭
和
62
年 

私
家
版
）

 

に
関
す
る
資
料
も
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

（左）吉村昭  「海も暮れきる」執筆のころ

昭和53年　写真提供　筑摩書房

（右）尾崎放哉 須磨寺にて

大正13年ころ　写真提供　鳥取県立図書館

「海も暮れきる」に関する収蔵資料（一部）

自筆原稿「海も暮れきる」や、自筆取材ノート、

自筆講演メモ、旧蔵書『尾崎放哉全集』など。

吉村昭の日記帳

昭和26年　津村節子氏蔵

好んだ小説や、文芸評論、 

俳句などを丹念に筆写。

多
く
は
、
主
に
京
都
、
神
戸
、
福
井
の
寺
を

転
々
と
し
た
放
浪
生
活
と
、
最
後
に
た
ど
り

着
い
た
香
川
県
小
豆
郡
土と

の

庄
し
ょ
う

町
の
西さ

い

光こ
う

寺じ

奥

の
院
南

み
な
ん

郷ご

庵あ
ん

で
詠
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。

「
海
も
暮
れ
き
る
」
は
、
昭
和
52
年（
1
9
7

7
年
）
8
月
か
ら
2
年
４
か
月
に
わ
た
り
連

載
（「
本
」 

講
談
社
）
さ
れ
ま
し
た
。
真
夏
の

小
豆
島
に
降
り
立
っ
た
放
哉
が
、
春
の
訪
れ

と
と
も
に
死
を
迎
え
る
ま
で
の
8
か
月
に
焦

点
を
当
て
、
そ
の
生
と
死
を
描
き
出
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
作
品
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
自
ら
と

同
じ
病
を
患
い
、
生
涯
を
終
え
た
放
哉
の
句

に
対
す
る
深
い
共
感
で
す
。
中
学
２
年
で
肋

膜
炎
を
発
症
し
た
吉
村
は
、
旧
制
学
習
院
高

等
科
に
進
学
し
た
後
、 

昭
和
23
年
、
二
十
歳

の
時
に
喀
血
し
、
死
を
強
く
意
識
し
た
病
床

で
放
哉
の
句
に
ふ
れ
ま
し
た
。
句
に
表
れ
た

孤
独
感
や
、
衰
弱
す
る
体
の
変
化
、
死
に
対

峙
す
る
心
情
な
ど
を
「
そ
の
ま
ま
私
自
身
の

も
の
」
と
感
じ
、
衝
撃
を
受
け
た
と
述
べ
て
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会
期

：

平
成
31
年
２
月
15
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
７
日（
日
）

場
所

：

企
画
展
示
室

　

今
年
は
、
明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）
に

北
海
道
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
1
5
0

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
吉
村
昭
と
関
係
の
深
い
北
海
道
及

び
そ
の
作
品
を
紹
介
す
る
展
示
と
、
証
言
映

像
「
北
へ
注
が
れ
る
視
線
～
吉
村
昭
と
北
海

道
～
」
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

展
示
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

吉
村
は
、
小
説
の
取
材
の
た
め
全
国
各
地

を
訪
れ
ま
し
た
が
、
最
も
多
く
訪
問
し
た
の

は
北
海
道
で
し
た
。
そ
の
来
訪
回
数
は

0
回
を
超
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
多
く
訪
れ
た

の
は
、
吉
村
自
身
が
興
味
を
抱
く
時
代
―
江

戸
後
期
か
ら
明
治
―
を
描
こ
う
と
す
る
と
、

必
然
的
に
北
海
道
へ
眼
が
向
い
て
し
ま
う
か

ら
だ
と
随
筆
「
五
寸
釘
寅
吉
の
こ
と
な
ど
」

【
註
１
】

の
中
で
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北

へ
の
玄
関
口
だ
っ
た
上
野
に
ほ
ど
近
い
日
暮

里
に
住
ん
で
い
た
た
め
、  

「
東
北
、
北
海
道

は
魅
力
に
み
ち
た
新
天
地
で
あ
り
、
そ
れ
故

に
数
限
り
な
い
興
味
深
い
出
来
事
が
起
っ
て

い
る
」【
註
７
】
と
し
、
戦
争
や
医
学
、
開
拓
、

動
物
、
漂
流
な
ど
様
々
な
題
材
で
、
北
海
道

を
舞
台
と
し
た
作
品
を
生
涯
発
表
し
続
け
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
数
あ
る
北
海
道
関
連
作
品
の
う

ち
、「
羆
嵐
」
と
「
赤
い
人
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
羆
嵐
」は
、

大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）

に
、
苫
前
郡
苫
前
村
の
三
毛
別
（
現
苫
前
町

三
渓
）
で
起
き
た
、
人
間
が
ヒ
グ
マ
に
襲
わ

れ
た
事
件
を
題
材
と
し
た
長
篇
小
説
で
す
。

数
あ
る
吉
村
の
動
物
小
説
の
中
で
も
代
表
的

な
作
品
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
演
劇
の
原
作

と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
を

切
り
拓
き
入
植
し
た
人
間
た
ち
と
野
性
の
ヒ

グ
マ
と
の
対
峙
を
通
し
て
、「
人
間
と
土
」 

の

関
係
に
迫
り
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
、
吉
村
は
熊
撃
ち
（
猟
師
）
に

関
す
る
取
材
で
、

月
に
一
度
北
海

道
を
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の

過
程
で
苫
前
の

事
件
を
知
り
、

後
年
、
生
存
者

の
証
言
を
集
め

て
回
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
49
年

に
は
旭
川
営
林

局
の
木
村
盛
武

へ
足
を
ふ
み
入
れ
る
と
一
種
の
安
息
に
似
た

も
の
を
感
じ
る
」【
註
２
】 

と
も
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
小
説
家
、
吉
村
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
北
海
道
と
は
ど
の
よ
う
な

土
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
29
年（
1
９
５
４
年
）、
津
村
節
子
と

結
婚
し
た
翌
年
の
秋
に
、
吉
村
は
初
め
て
北

海
道
の
地
を
踏
み
ま
し
た
。
結
婚
を
機
に
始

め
た
商
売
が
行
き
詰
ま
り
、
抱
え
込
ん
だ
寒

冷
地
向
け
の
衣
類
を
売
り
捌
く
た
め
の
東
北

・
北
海
道
へ
の
旅
で
し
た
。
途
中
か
ら
は
津

村
も
同
行
し
、
結
婚
後
初
め
て
の
二
人
旅
で

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
場
所
を
訪

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
旅

の
印
象
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
津

村
に
と
っ
て
は
「
望
郷
の
思
い
」
に
胸
が
詰

ま
り
【
註
３
】
、吉
村
に
と
っ
て
は
す
べ
て
が
新

鮮
で
「
旅
そ
の
も
の
を
楽
し
む
」 

気
持
ち
が

強
い
旅
路
で
し
た
【
註
４
】
。

　

後
に
、
こ
の
旅
は
二
人
に
と
っ
て
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
39

年
、
津
村
は
東
北
・
北
海
道
へ
の
旅
を
題
材

と
し
た
短
篇
小
説
「
さ
い
果
て
」
を
発
表
し
、

新
潮
社
同
人
雑
誌
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
津

村
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て 

「
デ
ビ
ュ
ー
作
」

と
吉
村
と
の
対
談
の
中
で
語
っ
て
い
ま
す【
註

５
】
。
一
方
の
吉
村
に
と
っ
て
は
、
平
原
一
良

氏
（
現
（
公
財
） 

北
海
道
文
学
館
理
事
長
） 

 

が 

「〈
北
へ
の
志
向
〉 

を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た

原
点
」【
註
６
】と
位
置
付
け
た
よ
う
に
、
小
説

の
題
材
と
し
て
北
海
道
を
取
り
上
げ
る
契
機

と
な
る
旅
で
し
た
。
後
年
吉
村
は
、「
北
海
道

氏
に
も
会
い
、
氏
の
著
作
で
あ
る
「
獣
害
史

最
大
の
惨
劇
苫
前
羆
事
件
」 

を
入
手
し
ま
し

た
。
手
に
入
れ
た
こ
の
資
料
を
基
礎
と
し
て

「
羆
嵐
」
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　

吉
村
は
、
「「
羆
嵐
」
で
書
き
た
か
っ
た
の

は
、
土
で
あ
る
」
と
随
筆
「「
羆
」ノ
ー
ト
―

人
間
と
土
」
【
註
8
】

で
述
べ
て
い
ま
す
。
死

者
が
出
て
も
な
お
そ
の
地
に
踏
み
止
ま
ろ
う

と
す
る
人
々
と
、
戦
時
中
に
空
襲
被
害
に
遭

い
な
が
ら
も
東
京
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
自
分
達
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
作
品
の
執
筆
に
吉
村
は
大
変
苦
し
み

ま
し
た
。
事
件
が
あ
ま
り
に
も
劇
的
で
、
小

説
と
し
て
咀
嚼
す
る
こ
と
が
至
難
だ
っ
た
た

め
で
す
。
昭
和
49
年
夏
に
初
稿
を
仕
上
げ
た

も
の
の
、
小
説
と
し
て
の
完
成
度
に
不
満
を

抱
き
、
さ
ら
に
１
年
ほ
ど
時
間
を
お
い
て
か

ら
再
度
書
き
直
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
初

稿
が
完
成
し
た
後
に
出
し
た
木
村
氏
宛
の
葉

書
で
は
、
小
説
化
す
る
こ
と
に
「
腐
心
」 

し

た
と
、
胸
中
を
吐
露
し
て
い
ま
す
【
写
真
1
】
。

【写真1】木村盛武氏宛の葉書
昭和49年8月4日消印

1
5

展
示
報
告

吉
村
昭
と
北
海
道
に
つ
い
て

初
め
て
の
夫
婦
の
旅

「
吉
村
昭
と
北
海
道

　
―
北
へ
注
が
れ
る
視
線
―
」

▪ 
証
言
映
像
の
上
映
と
館
蔵
資
料
展

「
羆
嵐
」
―
土
に
生
き
る
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平
成
22
年
、
北
海
道
立
文
学
館
で
吉
村
と

北
海
道
の
強
い
結
び
つ
き
を
見
据
え
、
作
家

の
魅
力
を
探
る
試
み
と
し
て
、
回
顧
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
、
当
館
で
企
画

し
た
展
示
に
お
い
て
も
北
海
道
か
ら
足
を
お

「
赤
い
人
」 

は
、
明
治
14
年
、
北
海
道
の
須す

部べ

都つ
ぶ

太と

（
現
樺
戸
郡
月
形
町
）
に
開
設
さ
れ

た
樺
戸
集
治
監
（
刑
務
所
）
を
舞
台
と
し
た

長
篇
小
説
で
す
。
吉
村
に
と
っ
て
は
、
監
獄

を
テ
ー
マ
と
し
た
初
期
の
作
品
で
、
芸
術
選

奨
文
部
大
臣
賞
や
読
売
文
学
賞
を
受
賞
し
た

「
破
獄
」
に
つ
な
が
る
重
要
な
作
品
で
す
。

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
、
開
拓
作
業
に
従
事

し
た
囚
人
た
ち
と
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
看
守

と
の
攻
防
、
実
在
す
る
脱
獄
常
習
犯
の
逸
話

な
ど
、
明
治
時
代
の
裏
側
を
丹
念
に
描
き
ま

し
た
。
発
表
当
時
、
書
評
で
は
新
時
代
で
あ

る
明
治
の
暗
部
や
残
酷
な
開
拓
の
秘
史
を
描

い
た
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
は
、
昭

和
47
年
10
月
、
新
聞
社
の
依
頼
に
よ
り
紀
行

文
を
執
筆
す
る
た
め
に
石
狩
川
周
辺
を
訪
れ

た
こ
と
で
す
。
こ
の
訪
問
の
時
に
、
集
治
監

が
あ
っ
た
月
形
町
に
も
立
ち
寄
り
、
町
役
場

に
勤
務
し
て
い
た
熊
谷
正
吉
氏
に
案
内
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
監
獄
が
で
き
た
こ
と
で

開
か
れ
た
町
が
、
今
で
も
「
集
治
監
の
匂
い

を
濃
く
遺
し
て
い
る
こ
と
に
強
い
感
銘
」
を

受
け
、
帰
り
の
飛
行
機
の
中
で
「
集
治
監
を

中
心
と
し
た
小
説
」
を
書
き
た
い
と
思
っ
た

と
随
筆
「
五
寸
釘
寅
吉
―
「
赤
い
人
」」
【
註

9
】 

の
中
で
述
べ
て
い
ま
す
。
月
形
町
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
府
中
刑
務
所
や
北
海
道
立

図
書
館
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
な
ど
で
の
聞

き
取
り
や
資
料
調
査
を
重
ね
た
後
に
、
半
年

間
か
け
て
書
き
上
げ
ま
し
た
【
写
真
2
】
。

　

囚
人
た
ち
が
小
樽
に
輸
送
さ
れ
た
場
面
で

は
、
当
初
、

 

北
海
道
の
こ
と
を
「
酷
寒
の
地
」  

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
校
正
で
「
容
易
に
人

の
生
存
を
許
さ
ぬ
」
と
い
う
言
葉
を
書
き
加

え
て
い
ま
す
【
写
真
3
】
。

【写真2】

月形町にある囚人墓地にて　

熊谷正吉氏と
昭和48年4月23日撮影

熊谷正弘氏蔵

【写真3】

自筆原稿「赤い人」
北海道立文学館蔵

【
註
】 

１
『
史
実
を
追
う
旅
』
平
成
３
年 

文
春
文
庫
、

２

「
石
狩
川
」
（『
流
域
紀
行
』 

昭
和
48
年 

朝
日
新
聞
社
）、

３
津
村
節
子
『
ふ
た
り
旅
―

生
き
て
き
た
証
し
と
し
て
』

平
成
20
年 

岩
波
書
店
、
４
「
タ
ラ
バ
蟹
の
記
憶
」（『
味
を

訪
ね
て
』

 

平
成
22
年 

河
出
書
房
新
社
）、
５
対
談
「
心
ひ

か
れ
る
北
国
の
風
景
」（『
ふ
た
り
旅
―

生
き
て
き
た
証
し

と
し
て
』）、

  

６
平
原
一
良
「
凝
視
と
寛
容　

断
章
＝ 

「
吉

村
昭
と
北
海
道
」 

展
ま
で
」（（
財
）北
海
道
文
学
館
編
『
吉

村
昭
と
北
海
道
―

歴
史
を
旅
す
る
作
家
の
ま
な
ざ
し
』

平
成
22
年 

北
海
道
立
文
学
館
）
、
７
「
「
西
」
よ
り
「
北
」

に
親
し
み
」 

（
『
縁
起
の
い
い
客
』 

平
成
15
年 

文
藝
春

秋
）、
８
『
白
い
遠
景
』
昭
和
54
年 

講
談
社
、
９
『
冬
の

海
―
私
の
北
海
道
取
材
紀
行
』
昭
和
55
年 

筑
摩
書
房

　　　

そ
の
後
も
北
海
道
を
舞
台
と
し
た
小
説
を

旺
盛
に
書
き
続
け
て
い
た
吉
村
で
し
た
が
、

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
２
月
、
舌
ガ
ン

が
見
つ
か
り
、
放
射
線
治
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
治
療
を
続
け
る
一
方
で
、

大
村 

彦
次
郎 

氏

木
村 
盛
武 

氏

　

元
講
談
社
の
編
集
者
で
、
吉
村
氏
と
も
懇
意
に
し

て
い
た
大
村
彦
次
郎
氏
が
令
和
元
年
８
月
30

日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
区
が
主
催
し
た
座
談
会
や
証
言
映

像
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
庁
で
林
務
官
を
務
め
、
吉
村
氏
に
「
羆
嵐
」

の
基
礎
資
料
を
提
供
し
た
木
村
盛
武
氏
が
令
和
元
年

９
月
６
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
の
研
究
成

果
や
吉
村
氏
に
関
す
る
資
料
を
区
に
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

同
年
11
月
２
日
、
北
海
道
立
文
学
館
の
開
館

10
周
年
を
記
念
し
て
「
私
の
小
説
と
北
海
道
」

と
題
し
た
講
演
を
北
海
道
で
行
い
ま
す
【
写

真
４
】
。
吉
村
は
こ
の
講
演
を
引
き
受
け
る
に

あ
た
り
、
平
原
氏
宛
の
葉
書
で
「
女
房
に
は

弱
く
、
そ
の
時
ま
で
、
女
房
の
管
理
下
で
、

体
調
乱
れ
ぬ
よ
う
に
、
と
い
う
日
々
で
す
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
旅
に
は
津
村
も
同

行
し
、
親
交
が
あ
っ
た
作
家
、
原
田
康
子
氏

の
特
別
企
画
展
を
見
学
し
ま
し
た
。
吉
村
・

津
村
は
、
講
演
会
前
日
に
原
田
氏
と
平
原
氏

と
夕
食
を
共
に
し
ま
し
た
が
、
病
気
の
こ
と

は
秘
し
た
ま
ま
で
し
た
。
そ
し
て
翌
年
、
新

た
に
見
つ
か
っ
た
膵
臓
ガ
ン
の
た
め
、
７
月

31
日
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
す
。
夫
婦
に
と

っ
て
、
こ
の
北
海
道
へ
の
旅
路
が
最
後
の
旅

と
な
り
ま
し
た
。

【写真４】札幌にて
平原一良氏（右）とロシア文学者で、現在

北海道立文学館の館長を務める工藤正廣氏（左）と

平成17年11月3日撮影　写真提供　平原一良氏

運
び
く
だ
さ
っ
た
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
北
海
道
の
大
地
に
眠
る
数
々
の
ド

ラ
マ
を
掘
り
起
こ
し
た
吉
村
作
品
は
、
今
後

も
多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

〈
学
芸
員　

加
藤
陽
子
〉

「
赤
い
人
」
―
明
治
時
代
の
裏
側
を
描
く

北
海
道
に
始
ま
り
、

北
海
道
に
終
わ
っ
た
夫
婦
の
旅
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階
常
設
展
示
室
の
著
作
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
当
館
収
蔵
の
資
料
を
中
心
に
、
学
芸

員
の
一
押
し
と
し
て
、
ト
ピ
ッ
ク
展
示
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
は
「
吉
村
昭
と
東
京
開
成
中
学
校

時
代
」
、

   

第
５
回
は
「
吉
村
昭
と
学
習
院
時

代
」
に
つ
い
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

展
示
で
は
、
吉
村
昭
の
人
生
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
学
生
時
代
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

そ
の
人
物
像
に
迫
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

展
示
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

 
ト
ピ
ッ
ク
展
示
開
催
報
告

会
期
：
平
成
31
年
１
月
18
日（
金
）～

         　
　
　
　
　
　

   　

３
月
21
日（
木
）

母
校
東
京
開
成
中
学
校 

（
現 

開
成
中
学

校
・
高
等
学
校
）
で
過
ご
し
た
日
々
や
、
卒

業
か
ら
40
年
後
に
行
わ
れ
た
再
卒
業
式
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
東
京
開
成
中
学
時
代

昭
和
15
年
（
１
９
４
０
年
）  

、

   

吉
村
は
東

京
開
成
中
学
校
に
入
学
し
ま
す
。
学
校
は
日

暮
里
町
（
現 

西
日
暮
里
四
丁
目
）
に
あ
り
、

自
宅
か
ら
近
い
馴
染
み
の
あ
る
学
校
で
し
た
。

徒
歩
で
日
暮
里
駅
の
跨
線
橋
を
越
え
、
諏
方

神
社
の
脇
を
抜
け
て
急
な
坂
道
を
下
り
登
校

し
ま
し
た
。
個
性
豊
か
で
優
秀
な
教
師
と
、

教
師
に
敬
意
と
親
し
み
を
抱
く
生
徒
た
ち
の

中
、
自
由
な
校
風
を
感
じ
な
が
ら
学
校
生
活

を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
同
期
会
で

製
作
し
た
冊
子
に
寄
せ
た
随
筆
か
ら
も
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

【
写
真
2
】
。　

　

卒
業
し
た
昭
和
20
年
ま
で
の
間
に
は
、
太

平
洋
戦
争
開
戦
や
、
家
族
の
死
、
肋
膜
炎
の

発
症
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
か
は
戦
場

へ
赴
き
、
そ
こ
で
死
ぬ
と
覚
悟
す
る
中
で
、

漠
然
と
造
船
技
師
や
考
古
学
者
を
夢
み
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
小
説
家
に
な

る
と
は
考
え
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
40
年
ぶ
り
の
卒
業
証
書

中
学
校
時
代
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
日
々

は
、
吉
村
の
作
品
に
繰
り
返
し
登
場
し
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
後
も
講
演
会
や
授
業
参
観
の
た

め
に
、
度
々
母
校
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

気
心
の
知
れ
た
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
心

待
ち
に
し
、
昭
和
20
年
卒
業
生
の
同
期
会
へ

は
毎
年
の
よ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
終

戦
の
年
に
卒
業
し
た
た
め
、
吉
村
を
は
じ
め

友
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
卒
業
式
の
記
憶

が
無
く
、
卒
業
証
書
も
手
元
に
残
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
友
人
の
一
人
が
同

期
会
に
証
書
を
持
っ
て
来
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
を
複
製
し
、
卒
業
40
周
年
の
同
期
会
で
参

加
者
に
配
ろ
う
と
、
模
擬
卒
業
式
の
話
が
持

ち
上
が
り
ま
す
。

吉
村
は
、
模
擬
卒
業
式
を
楽
し
み
に
し
つ

つ
も
、
実
際
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
証
書
が

全
員
に
渡
さ
れ
た
か
ど
う
か
疑
念
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
卒
業
者
台
帳
や
当
時

の
校
長
の
日
記
を
見
に
母
校
を
訪
れ
、
卒
業

式
が
確
か
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
後
、
模
擬
卒
業
式
を
計
画
し
た
い
き
さ

つ
を
「
四
十
年
ぶ
り
の
卒
業
証
書
」
と
し
て

「
オ
ー
ル
讀
物
」（
昭
和
60
年
6
月
号
）
に
発

表
し
ま
し
た
。

同
期
会
が
企
画
し
て
い
た
模
擬
卒
業
式
は
、

当
時
の
状
況
に
特
別
に
配
慮
す
る
と
い
う
学

校
の
協
力
に
よ
り
、
母
校
主
催
の
再
卒
業
式

へ
と
規
模
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
昭
和

60
年
７
月
６
日
、
母
校
の
新
校
舎
で
、
40
年

ぶ
り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒

業
証
書
に
は
、
昭
和
20
年
と
昭
和
60
年
の
両

方
の
日
付
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
証
書
を
授

与
し
た
２
名
の
校
長
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ト
ピ
ッ
ク
展
で
は
、
吉
村
昭
の
同
級

生
で
深
い
親
交
が
あ
っ
た
小
田
川
譲
氏
所
蔵

の
、
昭
和
60
年
卒
業
証
書
を
展
示
し
ま
し
た

【
写
真
3
】
。

会
期
：
令
和
元
年
６
月
21
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
14
日（
水
）

昭
和
22
年
の
旧
制
学
習
院
高
等
科
入
学
か

ら
、
結
核
療
養
後
、
同
28
年
に
学
習
院
大
学

を
自
主
退
学
す
る
ま
で
を
紹
介
し
ま
し
た
。

大
学
在
学
中
に
は
、
後
に
妻
と
な
る
北
原

【写真2】自筆原稿「神崎さん」  荒川区蔵

英語教師だった神崎保太郎先生のことを書

いたもの。『俺たちの開成時代』   （平成８年

ペンケン20年同期会）に収録。

ト
ピ
ッ
ク
展
示

第
3
回

吉
村
昭
と

　
東
京
開
成
中
学
時
代

―
昭
和
20

年
の
卒
業
生
―

ト
ピ
ッ
ク
展
示

第
5
回

吉
村
昭
と
学
習
院
時
代

【写真1】卒業時、旧校舎の前で
昭和16年 津村節子氏蔵

【写真3】再授与された「卒業証書」
昭和60年　小田川譲氏蔵

小田川譲氏が、昭和20年に授与された卒業証

書を持っていたことから模擬卒業式の計画が

始まった。
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（
津
村
）
節
子
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
20
年
、
東
京
開
成
中
学
校
を
卒
業
し

た
吉
村
は
、
終
戦
後
に
兄
の
会
社
を
手
伝
い

な
が
ら
予
備
校
へ
通
い
、
昭
和
22
年
（

　
　

年
）
４
月
に
旧
制
学
習
院
高
等
科
文
科

甲
類
に
入
学
し
ま
す
。
当
時
の
日
記
帳
に
は
、

鑑
賞
し
た
作
品
の
感
想
、
友
人
の
名
前
、
英

単
語
、
俳
文
学
の
担
当
教
授
で
あ
っ
た
岩
田

九
郎
の
句
会
で
詠
ん
だ
俳
句
な
ど
が
書
き
留

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

入
学
し
た
年
の
秋
、
中
学
時
代
に
患
っ
た

肺
結
核
が
悪
化
し
ま
す
。
絶
対
安
静
と
な
り
、

昭
和
23
年
９
月
に
は
、
肋
骨
５
本
を
切
除
す

る
胸
郭
成
形
術
を
受
け
ま
し
た
。
療
養
期
間

を
経
て
、
奇
跡
的
に
健
康
を
回
復
し
た
吉
村

は
、
手
術
か
ら
１
年
半
後
の
昭
和
25
年
春
、

新
制
学
習
院
大
学
文
政
学
部
の
試
験
を
受
け

入
学
し
ま
し
た
。

在
学
中
は
文
芸
部
や
国
劇
部
に
所
属
す
る

一
方
で
、
演
劇
研
究
会
に
も
顔
を
出
し
、
演

出
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
委
員
長
を

務
め
た
文
芸
部
で
は
、
同
人
雑
誌
の
発
行
費

用
を
補
う
た
め
に
、
大
学
の
講
堂
を
寄
席
に

仕
立
て
、
落
語
家
に
出
演
し
て
も
ら
う
古
典

落
語
鑑
賞
会
を
計
画
し
ま
す
。
そ
の
後
、
利

益
金
を
使
用
し
、
ガ
リ
版
刷
り
の
「
学
習
院

文
芸
」
を
、
活
版
印
刷
の
同
人
雑
誌
「
赤
絵
」

に
刷
新
し
ま
し
た
。
学
習
院
大
学
短
期
大
学

部
の
学
生
で
、
後
に
妻
と
な
る
津
村
節
子
と

出
会
っ
た
の
も
文
芸
部
で
し
た
。

３
年
生
へ
の
進
級
時
に
必
修
だ
っ
た
体
育

の
単
位
を
取
れ
ず
、
ま
た
小
説
を
書
く
仲
間

で
あ
っ
た
津
村
の
卒
業
も
あ
り
、
昭
和
28
年

に
自
主
退
学
し
ま
す
。
同
時
に
兄
が
経
営
す

る
紡
績
会
社
へ
就
職
し
ま
し
た
。

  
「
一
日
も
長
く
生
き
た
い
」【
註
】と
願
っ
た
闘

病
の
日
々
を
は
じ
め
、
津
村
節
子
、
岩
田
九

郎
ら
と
の
出
会
い
や
、
文
芸
部
の
活
動
を
通

し
て
小
説
家
へ
の
道
を
意
識
し
て
い
っ
た
こ

と
な
ど
、
学
習
院
時
代
に
は
、
吉
村
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　

〈
学
芸
員　

北
山
ゆ
か
り
〉

【写真4】文芸部主催の古典落語鑑賞会
昭和26年　津村節子氏蔵

【写真5】（上）吉村昭の日記帳（昭和26年10月6日）

【写真6】（下）古典落語鑑賞会のチケット 

津村節子氏蔵

日記帳の古典落語鑑賞会について記載された

頁に、チケットが糊付けされている。

日
時

：
平
成
31
月
3
月
17
日（
日
）

場
所

：

ゆ
い
の
森
ホ
ー
ル

吉
村
昭
ゆ
か
り
の
学
習
院
大
学
落
語
研

究
会
に
よ
る
落
語
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
落
語
３
席
の
他
、
大
喜
利
や
お

囃
子
も
あ
り
、
会
場
に
は
笑
い
声
と
拍
手

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

吉
村
は
中
学
生
の
頃
か
ら
落
語
に
親
し

み
、
学
校
帰
り
に
は
上
野
の
寄
席
に
足
繁

く
通
っ
て
い
ま
し
た
。
学
習
院
大
学
入
学

後
に
所
属
し
た
文
芸
部
で
は
、
古
典
落
語

鑑
賞
会
を
企
画
し
ま
す
。
著
名
な
落
語
家

た
ち
に
二
千
円
と
い
う
破
格
の
出
演
料
で

依
頼
を
し
、
昭
和
26
年
10
月
に
第
１
回
目

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
古こ

今こ

ん

亭て

い

志し

ん
生

し
ょ
う

が

「
富
久
」、春

し
ゅ
ん

風ぷ

う

亭て

い

柳
り
ゅ
う

好こ

う

が「
五
人
廻
し
」「
浮

世
風
呂
」
を
披
露
し
、
寄
席
に
仕
立
て
た

大
学
の
講
堂
は
多
く
の
学
生
で
溢
れ
、
大

盛
況
で
し
た
。
会
は
好
評
で
、
そ
の
後
４

回
開
催
さ
れ
、
桂

か
つ
ら

文ぶ

ん

楽ら

く

、
桂

か
つ
ら

小こ

文ぶ

ん

治じ

、
三さ

ん

遊ゆ

う

亭て

い

円え

ん

生
し
ょ
う

、
三さ

ん

笑
し
ょ
う

亭て

い

可か

楽ら

く

、
柳

や
な
ぎ

家や

小こ

さ
ん
、

春
し
ゅ
ん

風ぷ

う

亭て

い

柳
り
ゅ
う

橋
き
ょ
う

な
ど
、
一
流
の
落
語
家
が

出
演
し
ま
し
た
。

吉
村
昭
と
落
語

落
語
会

（
出
演
：

学
習
院
大
学
落
語
研
究
会
）

開
催
報
告

目白亭ぴけるさんによる

落語の様子

全出演者による大喜利の様子

【
註
】 『
私
の
文
学
漂
流
』 

平
成
4
年 
新
潮
社

学
習
院
時
代

講堂内に特設した高座の前で（昭和26年　津村節子氏蔵）
前列左から4人目が津村節子、その右後ろが吉村昭

1
9

4
9



［令和元年10月発行］

著作紹介

第7回

『
海
も
暮
れ
き
る
』

病
勢
が
悪
化
し
て
ゆ
く
の
に
、
句
が
生
色
を

増
し
て
ゆ
く
。
自
分
の
内
部
か
ら
雑
な
も
の

が
そ
ぎ
落
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
　
咳
を
し
て
も
一
人

　   

な
ん
と
丸
い
月
が
出
た
よ
窓

　
　
く
る
り
と
剃
つ
て
し
ま
つ
た
寒
ん
空

　
　
庵
の
障
子
あ
け
て
小
ざ
か
な
買
つ
て
る

　
　
松
か
さ
そ
つ
く
り
火
に
な
つ
た

　
　
昔
は
海
で
あ
つ
た
と
榾
を
く
べ
る

　
　
と
つ
ぷ
り
暮
れ
て
足
を
洗
つ
て
居
る

　
　
墓
の
う
ら
に
廻
る

　
　
赤
ん
坊
ヒ
ト
ば
ん
で
死
ん
で
し
ま
つ
た

 「
海
も
暮
れ
き
る
」 

は
、
自
由
律
俳
句
で
知

ら
れ
る
俳
人
、
尾
崎
放
哉
（
明
治
18
年
―
大

正
15
年
）
の
最
晩
年
を
描
い
た
作
品
で
す
。

執
筆
の
背
景
に
は
、
吉
村
自
身
の
肺
結
核
や

そ
の
後
の
療
養
生
活
、
そ
し
て
そ
の
期
間
に

触
れ
た
放
哉
の
句
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
著
作
紹
介
は
、
本
年
の
３
月
23
日

（
土
）～
６
月
19
日
（
水
）
に
開
催
し
た
第
４

回
ト
ピ
ッ
ク
展
示
「
吉
村
昭
と
俳
句
」
の
開

催
報
告
と
併
せ
て
、  

「
海
も
暮
れ
き
る
」 

の

執
筆
背
景
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

俳
句
へ
の
関
心　

中
学
時
代
か
ら
俳
句
に
興

味
を
抱
い
て
い
た
吉
村
は
、
旧
制
学
習
院
高

等
科
に
入
学
後
、
俳
文
学
の
講
義
を
受
け
た

こ
と
で
、
よ
り
一
層
俳
句
へ
の
関
心
を
高
め

ま
し
た
。
近
代
以
降
の
俳
人
の
句
集
を
耽
読

し
た
り
、
俳
文
学
の
岩
田
九
郎
教
授
が
主
催

す
る
句
会
に
参
加
し
て
は
、
句
作
を
楽
し
み

ま
し
た
。

結
核
療
養
中
の
句
作　

入
学
し
て
８
か
月
後

の
昭
和
23
年
（
1
９
４
８
年
）
１
月
、
中
学

時
代
に
発
病
し
た
肺
結
核
が
悪
化
し
、
同
年

９
月
、
左
胸
部
の
肋
骨
５
本
を
切
除
す
る
胸

郭
成
形
術
を
受
け
ま
し
た
。
手
術
は
成
功
し

ま
し
た
が
、
健
康
を
回
復
す
る
ま
で
に
約
１

年
半
を
要
し
、
そ
の
間
、
自
宅
や
栃
木
県
奥

那
須
温
泉
で
療
養
生
活
を
送
り
ま
す
。

　

療
養
中
の
日
記
「
随
想
録
」
に
は
、
俳
句

に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
句
集

や
ラ
ジ
オ
俳
壇
か
ら
書
き
写
し
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
特
に
目
立
つ
の
が
、
毎
日
の
よ

う
に
書
き
込
ま
れ
た
自
作
の
句
で
す
。
そ
の

多
く
が
病
床
生
活
を
題
材
に
し
て
お
り
、
当

時
の
心
情
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
「
新
体
句
」
と
し
て
吉
村
が
自
ら
名
付

け
た
句
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　

○
電
球
に
映
っ
て
ゐ
る
俺
の
小
さ
い
こ
と 

　

○
本
を
持
っ
た
手
冷
く
な
る 

お
尻
の
下

　
　

へ
入
れ
て
暖
め
る

　

○
生
は
一
瞬
で
あ
る
病
に
な
っ
て
始マ
マ

め
て

      

知
っ
た

共
感
を
覚
え
た
尾
崎
放
哉
の
句　

療
養
中
、

吉
村
は
眼
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
、
短

文
で
構
成
さ
れ
た
句
集
を
好
ん
で
読
み
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
同
じ
肺
結
核
に
罹
っ
て
こ

の
世
を
去
っ
た
俳
人
、
尾
崎
放
哉
に
親
近
感

を
抱
き
、
病
床
で
詠
ま
れ
た
そ
れ
ら
の
句
に

深
い
共
感
を
覚
え
ま
す
。
放
哉
の
句
一
つ
ひ

と
つ
が
「
自
分
の
内
部
に
深
く
し
み
入
っ
て

く
る
の
を
感
じ
た
」 【
註
１
】

 

と
述
べ
て
い
ま

す
。

長
篇
「
海
も
暮
れ
き
る
」
の
執
筆　

昭
和
42

年
、
吉
村
が
40
歳
の
時
、
雑
誌
「
旅
」（
日
本

交
通
公
社
）
に
掲
載
す
る
紀
行
文
「
小
豆
島

“
浮
ぶ
箱
庭
”の
魅
力
」
の
た
め
、
初
め
て
小

豆
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
吉
村
は
、
放
哉
が
晩

年
を
過
ご
し
た
南

み
な
ん

郷ご

庵あ

ん

や
関
係
者
に
宛
て
た

夥
し
い
数
の
書
簡
類
を
目
に
し
、
さ
ら
に
そ

の
後
も
う
一
度
小
豆
島
を
訪
れ
た
こ
と
で
、

放
哉
を
書
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
募
ら
せ

ま
す
。
し
か
し
、
42
歳
で
死
ん
だ
「
放
哉
の

年
齢
を
越
え
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
放
哉
と
い

う
人
物
は
分
か
ら
な
い
」【
註
２
】
と
い
う
意
識

か
ら
執
筆
を
諦
め
ま
す
。
そ
し
て
、
50
歳
を

迎
え
た
昭
和
52
年
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た

放
哉
関
係
の
資
料
を
改
め
て
調
査
し
、
そ
の

足
跡
を
た
ど
り
鳥
取
、
京
都
、
神
戸
、
小
豆

島
で
取
材
を
重
ね
、
同
年
８
月
、
雑
誌
「
本
」

『海も暮れきる』

（昭和55年 講談社）

療養中の日記「随想録」

　昭和24年 津村節子氏蔵

 
―
第
４
回
ト
ピ
ッ
ク
展
示

『
吉
村
昭
と
俳
句
』
の
開
催
報
告 

  
を
兼
ね
て

 

（
講
談
社
）

で
「
海
も

暮
れ
き
る
」

の
連
載
を

始
め
ま
し

た
。
タ
イ

ト
ル
は
、

海
が
好
き

だ
っ
た
放

哉
の
句

「
障
子
あ
け

て
置
く
海
も
暮
れ
き
る
」  

か
ら
と
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
作
品
は
、
放
哉
が
小
豆
島
で
死
を
迎

え
る
ま
で
の
８
か
月
間
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
吉
村
が
結
核
で
「
喀
血
し
、
手
術
を

受
け
て
よ
う
や
く
死
か
ら
脱
け
出
る
こ
と
が

で
き
た
月
日
」
【
註
３
】
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
も

の
で
し
た
。
放
哉
の
死
ま
で
の
経
過
を
た
ど

る
こ
と
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
病
や
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
る
死
へ
の
恐
怖
を
見
つ
め
直
す

こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
吉
村
は
、
放
哉
に

託
し
て
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
病
気
と
い
う

も
の
」 

【
註
４
】

を
描
い
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

第
４
回
ト
ピ
ッ
ク
展
示
「
吉
村
昭
と
俳
句
」

で
は
、
「
海
も
暮
れ
き
る
」
に
関
連
す
る
資

料
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
作
品
を
き
っ
か
け
に

結
成
さ
れ
た
句
会
「
石
の
会
」（
の
ち
「
狐
火

の
会
」
に
改
組
）
の
資
料
や
、
吉
村
の
還
暦

祝
い
に
刊
行
し
た
句
集
『
炎
天
』
の
限
定
本

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

   

〈
学
芸
員　

鈴
木
志
乃
〉 「海も暮れきる」の取材ノート

南郷庵の間取りなどを書き留めている。

【
註
】
１ 
３「
あ
と
が
き
」（『
海
も
暮
れ
き
る
』 

昭
和
55
年 

講
談
社
）、
２ 
４「
尾
崎
放
哉
と
小
豆
島
」（『
私
の
好
き
な

悪
い
癖
』平
成
15
年 

講
談
社
文
庫
）

（
『
海
も
暮
れ
き
る
』
　
昭
和
55

年 

講
談
社
）
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